
シンポジウム『これからの校則』の報告（その 2） 

 

令和３年２月２０日（土）１３：３０～１６：３０から福岡県弁護士会館２階大ホール

（福岡市中央区六本松 4-2-5）で福岡県弁護士会主催のシンポジウム『これからの校則』に

ついての詳細報道がありましたので掲載します。 

私としては「校則」は「法律」とは違うものである。「法律」はいささかも紛れや個人差

は許されないが、「校則」は教育の一環であって教育的配慮という「あそび」の部分が許さ

れる。「校則」として全体に適応されるものでも、個別に配慮したそれぞれの運用を考慮す

れば、子どもたちの非認知能力を阻害することもないし、教職員は保護者や子ども達との

対話を通して子どもたちの非認知能力を高めることができる。最近の教育は個性の重視や

お互いの違いを認め合うことなどを求めており、すべての子どもに「校則」を画一的に適

応することがいいとは思えない。違いを認め合うことによる相互間の理解も増す。同時に、

すべての子どもに対して「校則をすべて廃止する」というのも現実的ではないと思うのだ

か、どうだろうか。 

不登校の子どもにとって「校則」の困り感は一部の問題で、それは現在の学校システム

そのものに困り感を持っているからではないだろうか。もともと２～３割の子どもにとっ

て現在の学校は決して居心地のいいものではなく、何がしらのストレスを持って生活して

いく場である。その中で困り感が本人の限界を超えた子どもの中から学校に行けなくなる

子どもも出て来る。それが不登校生の現状ではないだろうか。なかなかそれを認めてもら

える環境にないので「自分でもなぜかわからないが学校にいけない」という、理由が説明

できないまま不登校生というレッテルを張られ、自尊感情が低くなってしまうのである。

「校則」も含めて、学校システムそのものを教育的配慮によって個別の対応を求めていく

ことが不登校の子どもを少なくしていくことに繋がるだろう。もちろん「学校に登校する」

ということも含めて、それを認め、そのうえでどんな教育ができるのかを配慮していくこ

との大切だと考える。基本的に「教育」とはその子どもの進路をどう保証していくか、そ

のためのスキルをどうつけていくかという問題だと思う。 

 

 



 

 


